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真空脱水処理を行った実大コンクリートスラブの材齢 7 年 6 ヶ月時点の品質に関する実験的研究 
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１．はじめに 

筆者らは、真空脱水処理を行ったコンクリート床スラブにつ

いて、これまでに一連の実験 1),2)を行ってきた。図１に真空脱

水工法の概略図を示す。しかし、これまでの実験では、材齢

28 日を超える長期材齢に関する性状について、ほとんど検討

を行ってこなかった3)。 

そこで本研究では、平成17年11月に真空脱水工法の効果に

関する実験 4)のために屋外に施工された現場打ちコンクリート

床スラブ(以下、実大スラブ、面積約 146m2)を用いて、材齢 7

年6ヶ月の時点における実大スラブの品質および劣化状況を測

定した。 

 

２．実験概要 

２.１ コンクリートの使用材料および調合 

本実験で使用したコンクリートは、調合強度 23MPa、水セメ

ント比62%、スランプ18cmとした。 

２.２ 施工敷地および試験体概要 

実大スラブの敷地の概要を図２に示す。実大スラブの施工条

件を表1に示す｡なお、本実験では､真空脱水処理後に材齢7年

6 ヶ月が経過した実大スラブに対して、既往の研究 4)で取り上

げた基本水準の要因のうち、真空度の違いに注目して検討した。 

敷地は、三重大学大学院工学研究科建築学専攻棟の東側にあ

り、面積が 146m2である。スラブ厚さは 200mm とし、配筋には

φ6＠150 ㎜のメッシュ筋を用い、ダブル配筋とした。締固め

には、高周波バイブレータを用い、真空処理マットは 1200×

2560㎜のものを用いた。養生は、材齢7日までは散水およびシ

ート養生とし、それ以後は屋外暴露とした。 

２.３ 真空脱水処理 

 真空脱水処理の開始時期の判定には、改良型プロクター貫入

試験器 5)を用い、地面への漏水無し(土間シート無し)の区間で

は、貫入抵抗値が240Nで処理を開始した(漏水有りの区間は、

410N)。処理継続時間は 5 分間で、実大施工実験での真空度は

平均で約 70％であった。真空脱水処理後、無処理区画も含め

て、円盤トロウェルおよび金ごて仕上げを行った。ブリーディ

ング水の時刻歴、貫入抵抗値の時刻歴、真空度の時刻歴、排水

量の結果については、既往の文献4)を参考にされたい。 

２.４ 測定項目 

本実験の測定項目は、スラブ表面からの中性化深さ、表面反

発度および圧縮強度分布に加えて、当該敷地が海岸線に近い

(約 250m)ことより、EPMA を用いて表面からの塩化物イオン濃

度分布の測定も行った。なお、EPMA では、参考値として、Ca、

C、Si の面分析も行った。圧縮強度分布測定用のスラブ表面か

ら鉛直方向に切り出したコア試験体の概略図を図3に示す。各

試験の測定位置、コア採取位置を図２(b)に示す。 
 

３．測定結果 

３.１ 中性化深さ 

中性化試験の結果を写真1に示す。写真によれば、スラブ表

面からの中性化は、材齢7年6ヶ月が経過しても、真空脱水処

理の有無、真空度にかかわらず、中性化はみられなかった。こ

れは、真空脱水の有無にかかわらず、仕上げを円盤トロウェル

および金ごてで入念に行ったためと考えられる。 

３.２ 反発度 

反発度の結果を図4に示す。図によれば、反発度の値は、材 
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図1 真空脱水工法の概略図 

表1 施工条件 

施工の種類 条件 

真空度(%) 

①0(無処理:P)、 

②30(V30)、 

③70(現場平均真空度：V70) 

地面への漏水 有、無*1 

養生方法 乾燥養生*2、湿潤養生*3 

注)アンダーライン：本実験で行った水準 
*1：コンクリート下面の土間シートにより漏水防止 
*2：材齢12までは乾燥養生、以後は屋外暴露 

 *3：材齢7日まで散水およびシート養生、以後は屋外暴露 
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図２ 実大スラブの敷地の概要 
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齢 7 年 6 ヶ月が経過しても、各水準にかかわらず、材齢 44 日

の時点より若干増加した程度であった。 

３.３ 圧縮強度分布 

圧縮強度分布の結果を図5に示す。図によれば、各水準にか

かわらず、材齢の経過に伴い、上層の圧縮強度は、増加してい

る。これは、降雨の影響により、湿潤養生状態となり水和反応

が促進されたと考えられる。このなかでも、真空脱水処理を行

った試験体の上層の圧縮強度の増加が著しく、その増加は、真

空度の高い 70%のほうが大きい。これは、真空脱水処理によっ

て水セメント比が小さくなったことの影響と考えられる。 

中層、下層の圧縮強度には、水準にかかわらず、材齢の経過

による明快な影響はみられなかった。 

なお、中層と下層の真空脱水処理を行った試験体と無処理の

試験体の圧縮強度に顕著な差がないのは、既往の研究 6)のよう

に、スラブ筋より下の部分は、スラブ筋の拘束により真空脱水

処理の圧密効果がほとんど得られないためだと考えられる。 

３.４ EPMA分析 

EPMAの面分析の結果を図6に示す。図によれば、各水準にか

かわらず、EPMA の面分析の結果には、塩化物の浸透は検出さ

れず、顕著な差はみられなかった。これは、前述したように、

仕上げの影響により劣化が進まなかったことが考えられる。な

お、塩分は浸透しておらず、濃度は0だったため、ここでは、

濃度分布の表示は割愛した。 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

1)反発度の値は、材齢7年6ヶ月が経過しても、各水準にかか 

わらず、材齢44日時点よりも若干増加した程度であった。 

2)上層の圧縮強度は、材齢の経過に伴い増加した。とくに真空

脱水処理を行った試験体の上層の圧縮強度の増加が著しく、

その増加は、真空度の高い(70%)ほうが大きくなった。 

3)スラブ表面からの中性化および塩化物イオンの浸透は、材齢

7 年 6 ヶ月が経過しても、真空脱水処理の有無、真空度にか

かわらず、ほとんど見られなかった。 
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図6 EPMAによる面分析の結果(Ca､Si､C､Cl) 

注)左側がスラブ表面
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写真１ 中性化試験の結果 
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図5 圧縮強度分布 
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図4 材齢と反発度の関係 
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図3 コア試験体の概略図 
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